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2012年 （平成24年）７月１日

日吉キャンパスで青春してください！

塩　澤　修　平第22回全国病児保育研究大会実行委員長
慶應義塾大学経済学部教授 元経済学部長

　第 22 回全国病児保育研究大会が本年 7月 15、

16 の両日に、慶應義塾大学日吉キャンパスにおい

て開催されますことは、慶應義塾関係者の一人とい

たしまして大変誇らしくかつ喜ばしいことであると

同時に、大きな責任を感じております。

　少子高齢化、政府の累積債務、経済の停滞など多

くの課題を抱えているなかでの、我が国における病

児保育の問題は、医療や保育の観点はもちろんのこ

と、政治、経済、文化などさまざまな視点から考え

るべきものといえます。その意味からしましても、

自然科学、社会科学、人文科学に関する計 10学部

からなる総合大学である慶應義塾で、この大会が開

催されますことは相応の意義があるものかと思いま

す。木野稔会長を始めとする協議会関係者に心より

お礼申し上げます。

　今次の大会は、「子どもたちの笑顔のために」、と

いうことをつねに念頭に置きつつ準備を進めてお

り、保育士、看護師を始めとする、病児保育の現場

で日々努力されておられる方々のためのプログラム

が多く用意されております。

　大会が開催されます慶應義塾には「半学半教」と

いう言葉があります。これは学問の世界は果てしな

いものであり、成就した人はおらず、あるのはただ

学問の深浅のみ、ということを意味しております。

そしてそれぞれの学問分野において、多少進んだ先

輩が、自らも学びつつ、後輩を教えていくことが慶

應義塾の伝統となっております。したがいまして

今でも慶應義塾では、公式の席上では学生も教授も

「君」が敬称であり、創立者の福澤諭吉以外は「先生」

とは呼ばれておりません。

　また慶應義塾では、卒業生のことを塾員と呼んで

おります。そして慶應義塾の特色のひとつに、塾員

相互の仲が良く、結束が固いことが挙げられており

ます。今次の大会も、塾員池田奈緒子会頭のもと、

大先輩塾員であります斎藤十朗元厚生大臣・参議院

議長、後輩塾員の関口進一郎医師、そしてコーラス

グループや紙ヒコーキを作るワークショップのなか

のスタッフを始め多くの塾員が、世代や活動分野を

越えて集まり、皆様の研修のお役に立ちたいと考え

ております。そして医学部、経済学部の両学部が後

援させていただいております。

　横浜市の日吉キャンパスは、文学部、経済学部、

法学部、商学部、医学部、理工学部、薬学部の 1、

2年生が、学部を越えて集まり、一般教養を中心と

する勉学のみならず、さまざまな課外活動にも打ち

込んでいる場所であります。図書館や教室に加え、

体育館、テニスコート、プール、野球場、ラグビー

場、馬場、音楽ホール、茶室など多くの施設があり、

多くの若者が日々青春を謳歌しております。

　大会参加者の皆様におかれましては、有意義な研

修を受けられますこととともに、「大学」を大いに

楽しんでいただければと念願しております。日吉の

丘でお待ちしております。

第65号

神奈川大会直前特集号
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　今大会は、慶應義塾大学日吉キャンパス内の、主として第４校舎独立館で行われます。本年創立154年目となる大学な

のでかなり老朽化した校舎も多いのですが、この独立館および特別企画Ⅰが行われる藤原洋記念ホールがある協生館は、４

年前に建てられた新しい建物です。

　プログラムはこのようになっております。（　）に数字が入っているプログラムは、定員制になっておりますので、事前申
込を頂いた方の参加となり、大変申し訳ございませんがただいまはキャンセル待ちとなっております。大会の詳細は、是非、

時　　　間 カテゴリー 筆頭著者名 筆頭者所属 演　　　　　題　　　　　名

口　
　
　
　
　

演

7月15日（日）

13：00～13：50               

接　遇 長谷川尚美 ほっとルーム 気になる親子に対する病児保育室としての関わり方

接　遇 谷本　弘子 ベアーズ
デイサービス 保護者が病児保育利用を決めた時間帯の調査について

看　護 佐藤　勇武 プリムラ病児 一人一人の年間利用日数と利用実績の定量分析

看　護 福隅　美鈴 すくすくハウス病児 保育士の小児科外来における実務実習の成果について

保　育 吉田　育美 うさぎのママ インフルエンザＡ型、Ｂ型患児の同室保育における室内
感染についての調査

7月15日（日）  

14：30～15：20              

保　育 山本　文子 キッズルームにしわが 人口過疎地における病児保育所建設の取り組み

保　育 西倉　美奈 ひまわり 病後児保育室の円滑な運営のために

保　育 原子　真妃 きりん 一人親家族における病児保育室の利用状況とその保護者
の子育てに関する意識調査

保　育 林　　愛子 鹿児島純心
女子大学 遊びを通して変化する保育士との関係

保　育 蔵本由紀子 ハグルーム 保育看護計画（乳児編）の立案

第22回 全国病児保育研究大会 in 神奈川 日程表　　 平成24年７月15日（日）

◎第１会場 〔D101〕
10：50～11：00　 開会式
11：00～12：00　 教育講演（心理）
13：00～14：20　 教育講演（下痢）

◎第２会場 〔DB 202〕
11：00～12：00　 ステップアップ研修

◎第４会場 〔D 203〕
13：00～14：20　 分科会 ①
14：30～15：50　 分科会 ②

◎第５会場 〔D 205〕
11：00～12：00　 基礎研修（看護）
13：00～14：00　 基礎研修（保育）
14：30～15：30　 基礎研修（保育看護）

◎第６会場 〔D 303〕
14：30～15：50　 何でも相談（保育①）

◎第７会場 〔D 306〕
13：00～14：20　 保育園型プロジェクト
14：30～15：50　 何でも相談（保育 ②）

◎第８会場 〔D 308〕
14：30～15：50　 何でも相談（薬）
15：50～17：00　 薬相談コーナー

◎第９会場 〔D 310〕
13：00～14：20　 施設長会
14：30～15：30　 協議員総会
15：30～17：00　 支部長会

◎第10会場 〔D 311〕
14：30～15：50　 何でも相談（看護） （60）

◎記念ホール
16：10～17：30　 特別企画Ⅰ（コーラス）

第22回 全国病児保育研究大会in神奈川 ホームページ

一般演題発表 スケジュール　※１題10分（７分・質疑３分）です。　　  平成24年７月15日（日）　 D 203
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池  田  奈緒子第22回全国病児保育研究大会会頭

時　　　間 カテゴリー 筆頭著者名 筆頭者所属 演　　　　　題　　　　　名

ポ
ス
タ
ー
発
表
あ
り

7月16日（月・祝）         
12：30 ～13：00    

接　遇 松永　　佳 ぴよぴよ 10ヶ月健診における保育士の役割
接　遇 片山　祐子 ぞうさんの家 ドタキャン・ゼロを目指して
接　遇 小林　晴子 おひさまはるる 分かりやすい伝え方

7月16日（月・祝）         
13：00 ～13：40           

保　育 内山　侑子 中野こども病院　医療保育室 病児保育で症例検討を行う意義について
保　育 桑原　加奈 すずらん 乳幼児と保護者の病児保育利用児の心理的影響における検討
保　育 河津　梨歌 エミー 病児保育利用児への病状変化時の対応
保　育 小原　美優 こひつじ 病児保育室での年間行事計画

7月16日（月・祝）         
13：40～14：20            

保　育 今井　奈美 こりすの里 病児保育室での人物画を利用した発達評価の試み
保　育 西田　妙子 ユーネスト 病児にも保育士にも利用しやすい遊び・製作物の一覧ファイル
保　育 花房　　茜 ハグルーム 病児保育室においての「わらべうた遊び」実践例の報告
保　育 川﨑　静香 ぱるむ 保育の環境プロジェクト　おもちゃの検討を通して

ポ
ス
タ
ー

発
表
な
し

食　事 江頭　則子 ぱるむ 病児保育室における「食事」の現状と今後の課題
看　護 松尾由紀子 エンゼルさわら 病児保育中にインフルエンザ罹患中の児と同室になった児の経過
看　護 遠藤　典子 星の子ルーム インフルエンザの対応と対策
保　育 中井　澄子 バンビ 季節の壁面
保　育 小川　明子 エンゼル多摩 保育看護計画（乳児編）の立案
保　育 熊谷みずき おひさまはるる あすか（仮名）の気持ちに寄り添って

HP https：//v2.apollon.nta.co.jp/hoiku_2012/

第22回 全国病児保育研究大会 in 神奈川ホームページでご確認ください。 　

　事前登録期間は過ぎましたが、当日登録大歓迎です。日吉駅は、羽田空港、新幹線新横浜駅からの便も良く、会場は日吉

駅目の前です。皆さま是非日吉まで足をお運びください。

　関係者一同、心よりお待ち申しあげております。

◎第１会場 〔D 101〕
 ９：00～10：00　 行政説明
10：30～11：50　 特別講演（斎藤十朗氏）
11：50～12：00　 次期会頭挨拶

◎第２会場 〔DB 202〕
 ９：00～10：20　 教育講演（食事）
13：00～14：20　 特別企画Ⅱ
　　　　　　　　　　  （折り紙ヒコーキ教室 ①） （100）
14：30～15：50　 特別企画Ⅱ
　　　　　　　　　　  （折り紙ヒコーキ教室 ②） （100）

◎第３会場 〔DB 203〕
14：30～15：50　 特別企画Ⅲ （ワンちゃんコンサート）
15：50～16：00　 閉会式

◎第４会場 〔D 203〕
13：00～14：20　 調査研究委員会インシデント管理委員会

◎第５会場 〔D 205〕
13：00～14：30　 感染症対策委員会

◎第８会場 〔D 308〕
 ９：00～10：20　 WS ①（表現遊び） （80）
10：30～11：50　 WS ③（わらべうた遊び） （60）
13：00～14：20　 WS ⑤（心理） （50）

◎第10会場 〔D 311〕
 ９：00～10：20　 WS ②
　　　　　　　　　　 （ワンちゃんあやとり遊び） （80）
10：30～11：50　 WS ④（製作遊び） （64）
13：00～14：20　 WS ⑥（食事） （80）

 〔D 201〕　 ポスター展示・ポスター発表（両日）

 
 〔D 202〕　 広報・休憩（両日）

第22回 全国病児保育研究大会 in 神奈川 日程表　　 平成24年７月16日（月）

一般演題発表 スケジュール　※１題10分（７分・質疑３分）です。　　   平成24年７月16日（月）　 D 201
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　第 22 回全国病児保育研究大会 in 神奈川では７月 15
日午前に基礎研修（看護）、ステップアップ研修、午後に
基礎研修（保育、保育看護）が行われます。
　基礎研修は２年サイクルでの企画のため演者は昨年と
同じ看護（佐藤里美）、保育（犬飼）保育看護（宮崎）で
行います。昨年と同じ演者とはいえ、２年続けて受講し
ても新しいものが発見できる講演内容となっております。
　ステップアップ研修は佐々木美緒子先生による異年齢

保育の良さと課題（仮題）です。病児保育ではその成り
立ちの特徴から病気ごとに分けることはあっても年齢別
でお預かりすることは困難なようです。しかし、この異
年齢保育、利点もありそうです。異年齢保育のメリット・
デメリットについて解説していただきます。
　また今回はアンケート調査をいたします。皆様のご意
見を伺い充実した研修プログラムを作りたいと考えてお
ります。

第22回全国病児保育研究大会研修プログラム　　研修委員長　大 川 洋 二

協議会ニュースに関するお問い合わせ先

〔全国病児保育協議会事務局〕
〒535－0022 大坂市旭区新森4－13－17
社会医療法人 真美会 中野こども病院

TEL：06－6952－4778　FAX：06－6954－8621
http：//www.byoujihoiku.net/

http://www.byoujihoiku.net/
　現在、調査研究委員会の加盟施設実績調査をホームページから
回答できるようになっています。ぜひ、ご利用ください。

　７月16日午後に感染所対策委員会企画感染症セミナー
が行われます。
◎ セミナーの狙い ◎
　感染症対策委員会では昨年公開した病児保育感染症ガ
イドラインの普及と今後の改訂に向けての準備を進めて
おります。そのための一助として感染症でのトピックス
を皆様にご紹介する予定です。今回は予防接種について
の最新の情報と最近注目されている感染症について解説
します。最後に感染症ガイドラインについての使用状況
や疑問点についてお答えします。全ては病児を安全に預

感染症対策委員会企画 感染症セミナー　　　　　　　　感染症対策委員会
かるためです。明日からの病児保育にお役立てください。
なおガイドラインは現在今年度発行された新病児保育マ
ニュアルにも掲載されています。

　１．予防接種　　　　　　　　　　　荒井　先生

　２．注目される感染症　　　　　　　佐藤　　勇

　３．病児保育感染症ガイドライン　
改訂へのファーストステップ
ガイドラインはどう使われているのか

　　　　　　　　　　　感染症委員会　大川　洋二

【演題１】インシデント管理入門、ソフトウエア（mims）の
　　　　　　　　　　　　　  実際とDVDで見る模擬事例
【演題２】「安全に過ごせる病児保育を目指して
　　　　　～過去3年間のインシデントレポートの分析～」
【演題３】インシデント管理システムソフト（mims）に
　　　　　　　　　　　　　　　関するアンケート調査報告
【演題４】今後のインシデント管理システムソフト（mims）の
　　　　  使用の実際に関して －mimsを使いこなすための５つのこと－
　mims で、好ましくない出来事が発生した（しそうな）
状況（インシデント、ヒヤリ・ハット、事故）を記録、
要因分析（原因究明）、対策、立案支援&実施確認、統
計分析をします。そのデーターを他施設と共有し検討す
ることができます。
　mims（マイムス）とは、インシデント発生を防ぐため
の一つの道具です。mims を使用し、他施設の事例研究
をすることによって、自施設での重大事故を防ぐように
協議会全体で努力しましょう。

　また、インシデント、ヒヤリ・ハットに関するＤＶＤ
の模擬事例も見ていただきます。インシデント、ヒヤリ・
ハット、事故の自験例を紹介します。
　調査研究委員会では、インシデント管理システムソフ
ト（以下mims）を本格的に利用して頂く上で、先駆け
となって実際に使用して頂ける施設を選択して、システ
ム導入をお願いし、導入前後でのスタッフの感想などを
アンケート方式で調査したので報告します。アンケート
結果をもとに、インシデント・プロジェクト・チームと
協力して、ソフトの普及や改善に向けて議論できればと
思います。
　インシデント管理システムソフト（mims）を実際に導
入して頂いた施設の感想御意見を元に、また、今後の御
要望なども含めて、疑問その他トラブル時への対応など
も含めて管理委託会社としての立場からお話しをできれ
ばと思います。またmims を使いこなすための工夫をご
提案します。

『インシデント管理システムの本格導入に向けて』 
　　　　　　　　　　 インシデント管理委員会・調査研究委員会  共同企画

全国病児保育協議会の
ホームページがリニューアルしました！
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